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博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表]
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６．
授与する博士
学位分野・名称

博士（医学）

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型 F ＜オンリーワン型＞

なかの　たかし

コーディネーター

４．

３．

中野　隆史（群馬大学大学院医学系研究科医科学専攻教授）氏名・職名

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな） みねぎし　たかし

峯岸　敬（群馬大学大学院医学系研究科長）

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

筑波大学・陽子線医学利用研究センター、国立がん研究センター研究所、群馬県立がんセンター、放射線医学総合研究
所、JAXA・宇宙科学研究所、JAEA・高崎量子応用研究所、三菱電機（株）、（株）東芝、（株）日立製作所、（米国）マサ
チューセッツ総合病院、（米国）オハイオ州立大学、（ドイツ）重イオン研究所

９． 専攻等名

医学系研究科医科学専攻（博士課程）
医学系研究科生命医科学専攻（修士課程）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

８． 主要細目

７． 主要分科

（①

（① （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

平塚　浩士（群馬大学長）

   　（ふりがな） ひらつか　ひろし

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 群馬大学 整理番号 F02

プログラム名称  重粒子線医工学グローバルリーダー養成プログラム

放射線科学

 Program for Cultivating Global Leaders in Heavy Ion Therapeutics and Engineering

内科系臨床医学、物理学、腫瘍学

（③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

（②

重粒子線医学物理学、重粒子線治療学

素粒子・原子核・宇宙
線・宇宙物理 （③ 腫瘍生物学

１１．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（機関名：群馬大学　　類型（領域）：ｵﾝﾘｰﾜﾝ型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：重子線医工学グローバルリーダー養成プログラム）
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プログラム担当者の構成

人

人

]7.1%

そのうち、他大学等を経験したことのある者 27 人 そのうち、大学等以外に属する者 12

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 64.2 %]

プログラム実施大学に属する者 27

0.0%3 0人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 15

１４． 計 42 名

プログラム担当者
現在の専門

学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１５．

外国人の人数 ] 女性の人数

（プログラムコーディネーター）

プログラム責任者
医科学専攻専門科目（共通科目）

生殖内分泌
医学博士

大学院医学系研究科・研究科長ﾐﾈｷﾞｼ ﾀｶｼ峯岸　敬

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２８年度における役割)

ﾅｶﾉ ﾀｶｼ中野　隆史

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

総合医療学
博士（医学）

プログラムコーディネーター
医科学専攻専門科目（共通科目、主専攻科目）

放射線腫瘍学
医学博士

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

ｲｼｻﾞｷ ﾔｽｷ石崎　泰樹

ﾉｼﾞﾏ ﾖｼﾋｻ野島　美久

ﾀﾑﾗ ｼﾞｭﾝｲﾁ田村　遵一

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

内科学
医学博士

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

分子細胞生物学
医学博士

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

ｼﾗｵ ﾄﾓｱｷ白尾　智明

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

神経科学
医学博士

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

神経科学
医学博士

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

ｵﾔﾏ ﾃﾂﾅﾘ小山　徹也

ﾑﾗｶﾐ ﾏｻﾐ村上　正巳

ﾔﾅｶﾞﾜ ﾕﾁｵ柳川　右千夫

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

臨床検査医学
博士（医学）

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

病理診断学
医学博士

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

ｺﾔﾏ ﾋﾛｼ小山　洋

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

泌尿器科学
博士（医学）

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

公衆衛生学
医学博士

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

ｸﾜﾉ ﾋﾛﾕｷ桑野　博行

ｲｽﾞﾐ ﾀｶｼ和泉　孝志

ｽｽﾞｷ ｶｽﾞﾋﾛ鈴木　和浩

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

生化学
医学博士

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

上部消化管外科
医学博士

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

小児科学
博士（医学）

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

畑田　出穂

ﾖｺｵ ﾋﾃﾞｱｷ横尾　英明

ﾖｺｵ ｻﾄｼ横尾　聡

ｱﾗｶﾜ ﾋﾛｶｽﾞ荒川　浩一

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

エピジェネティク
ス

理学博士

生体調節研究所・附属生体情報ゲノムリソース
センター・教授

ﾊﾀﾀﾞ ｲｽﾞﾎ

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）
顎口腔腫瘍外科
博士（医学）

取越　正己

ｶﾅｲ ﾀﾂｱｷ金井　達明

医学物理学
博士（理学）

医学物理学
理学博士

重粒子線医学推進機構・重粒子線医学研究セン
ター・特任教授

重粒子線医学推進機構・重粒子線医学研究セン
ター・教授

髙橋　昭久

医科学専攻専門科目（主専攻科目、L-
PhD科目）

放射線腫瘍学
博士（医学）

医科学専攻専門科目（主専攻科目）、
医工連携　共通専門科目（L-PhD科目）

医学生物学
博士（理学）

重粒子線医学推進機構・重粒子線医学研究セン
ター・教授

重粒子線医学推進機構・重粒子線医学セン
ター・教授

ｵｵﾉ ﾀﾂﾔ大野　達也

重粒子線治療における生物統計
疫学・医療統計学
博士（保健学）

ﾊﾔｼ　ｸﾆﾋｺ 大学院保健学研究科・保健学専攻・教授

医科学専攻専門科目（主専攻科目）、
医工連携　共通専門科目（L-PhD科目）

医科学専攻専門科目（主専攻科目）、
医工連携　共通専門科目（L-PhD科目）

医科学専攻専門科目（L-PhD科目）、
医科学専攻共通科目

病態病理学
博士（医学）

大学院医学系研究科・医科学専攻・教授

ﾀｶﾊｼ ｱｷﾋｻ

ﾄﾘｺｼ ﾏｻﾐ

ｻｸﾗｲ ﾋﾛｼ

医工連携　共通専門科目（L-PhD科目）
ナノスケール計測

制御
博士（理学）

大学院・理工学府・理工学専攻・教授

林　邦彦

医工連携　共通専門科目（L-PhD科目）
X線計測・材料科

学
博士（工学）

大学院・理工学府・理工学専攻・教授櫻井　浩

医工連携　共通専門科目（L-PhD科目）花泉　修 ﾊﾅｲｽﾞﾐ ｵｻﾑ 大学院・理工学府・理工学専攻・教授
光エレクトロニク

ス
工学博士

ｿﾈ　ﾊﾔﾄ曾根　逸人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（機関名：群馬大学　　類型（領域）：ｵﾝﾘｰﾜﾝ型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：重子線医工学グローバルリーダー養成プログラム）
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１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２８年度における役割)

山田　功 ﾔﾏﾀﾞ ｺｳ 大学院・理工学府・理工学専攻・教授
制御・システム工

学
博士（工学）

医工連携　共通専門科目（L-PhD科目）

山越　芳樹 ﾔﾏｺｼ ﾖｼｷ 大学院・理工学府・理工学専攻・教授
超音波医用応用工

学
工学博士

医工連携　共通専門科目（L-PhD科目）

櫻井　英幸 ｻｸﾗｲ ﾋﾃﾞﾕｷ
筑波大学・医学医療系・教授・陽子線治療セン
ター・部長

放射線腫瘍学
医学博士

インターンシップ
医科学専攻専門科目（共通科目）

河野　隆志 ｺｳﾉ ﾀｶｼ
国立がん研究センター研究所・ゲノム生物学研
究分野・分野長

分子腫瘍学
医学博士

国内短期研修・実習
医科学専攻専門科目（共通科目）

辻　比呂志 ﾂｼﾞ ﾋﾛｼ
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構・
放射線医学総合研究所・臨床研究クラスタ・重
粒子線治療研究部・部長

放射線腫瘍学
医学博士

国内短期研修・実習、インターンシップ
医科学専攻専門科目（共通科目）

高橋　忠幸 ﾀｶﾊｼ ﾀﾀﾞﾕｷ
宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究所・宇宙
物理学研究系・教授

宇宙物理学実験
理学博士

国内短期研修・実習
医科学専攻専門科目（共通科目）

小林　泰彦 ｺﾊﾞﾔｼ ﾔｽﾋｺ
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構・
量子ビーム科学研究部門・高崎量子応用研究
所・放射線生物応用研究部・部長

放射線生物学
農学博士

国内短期研修・実習
医科学専攻専門科目（共通科目）

神谷　富裕 ｶﾐﾔ ﾄﾐﾋﾛ
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構・
量子ビーム科学研究部門・高崎量子応用研究
所・先端機能材料研究部・上席研究員

粒子ビーム工学
理学博士

国内短期研修・実習
医科学専攻専門科目（共通科目）

玉木　義雄 ﾀﾏｷ ﾖｼｵ 筑波大学・医学医療系・教授
放射線腫瘍学
医学博士

インターンシップ
医科学専攻専門科目（共通科目）

築島　千尋 ﾂｷｼﾏ ﾁﾋﾛ
三菱電機（株）・電力システム製作所・
磁気応用医療システム部・主管技師長

粒子線施設製造・
管理

工学博士

インターンシップ
医科学専攻専門科目（共通科目）

江原　威 ｴﾊﾞﾗ　ﾀｹｼ
群馬県立がんセンター・放射線治療部・部長・
重粒子線治療室長

放射線腫瘍学
博士（医学）

インターンシップ
医科学専攻専門科目（共通科目）

野田　耕司 ﾉﾀﾞ ｺｳｼﾞ
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構・
放射線医学総合研究所・加速器工学部・部長

加速器物理学
博士（工学）

国内短期研修・実習、インターンシップ
医科学専攻専門科目（共通科目）

Jay S. Loeffler ｼﾞｪｲ ﾚﾌﾗｰ
（米国）マサチューセッツ総合病院・放射線腫
瘍学・教授

放射線腫瘍学
医学博士

海外短期研修、国際アドバイザリーボー
ド

小野　通隆 ｵﾉ　ﾐﾁﾀｶ
（株）東芝・ヘルスケア社・粒子線治療事業開
発部・部長

重粒子線技術開発
工学博士

インターンシップ
医科学専攻専門科目（共通科目）

秋山　浩 ｱｷﾔﾏ ﾋﾛｼ
株式会社日立製作所・ヘルスケアビジネスユニット・
放射線治療システム事業部・主管技師

粒子線治療装置設
計

理学博士

インターンシップ
医科学専攻専門科目（共通科目）

Marco Durante ﾏﾙｺ ﾁﾞｭﾗﾝﾃ
（ドイツ）重イオン研究所・生物物理学分野・
部長

放射線生物物理学
物理学博士

海外短期研修、国際アドバイザリーボー
ド

Arnab Chakravarti ｱﾙﾅﾌﾞ ﾁｬｸﾗﾊﾞﾙﾃｨ
（米国）オハイオ州立大学・医学部・放射線腫
瘍学・主任教授

放射線腫瘍学
医学博士

海外短期研修、国際アドバイザリーボー
ド
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（機関名：群馬大学  類型：オンリーワン型  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：重粒子線医工学グローバルリーダ－養成プログラム ）  
 

 

 

 [公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してくだ
さい。） 
[概要] がん医療においては、生存率の向上のみでなく、QOL(Quality Of Life)を重視した低侵襲がん

治療法の確立が喫緊の課題となっている。この中で重粒子線がん治療法は、強力ながん制御能に加えて治
療後の QOLが高い最も優れた低侵襲がん治療法の一つであり、国際的にも我が国が世界をリードする数少
ない革新的ながん治療法である。この重粒子線治療施設は将来に向けて国内外で数多くの建設が予定され
ており、重粒子線治療は、近い将来の重要ながん放射線治療法になると考えられている。科学技術創造立
国を目指し、「新成長戦略」の柱の一つであるメディカル・イノベーションを推進する日本は、世界にお
いて重粒子線治療面での科学技術のトップランナーの地位を保持し、さらなる技術革新を推進すること
が強く望まれる。一方、この治療は、医学、放射線生物学、物理学が学際的、広域かつ複合的に構成され
て初めて成立する「最先端がん治療法」であり、従来の「一芸主義」によって成しうる治療法ではない。
この意味で、重粒子線治療の実施とその発展には、最先端の機器開発だけでは不十分であり、その高度な
科学技術を使いこなす人材の養成と、幅広い知識と応用力を持ったリーダーの存在が不可欠である。 
本学位プログラムでは、重粒子線医学・生物学の基礎と重粒子線先端臨床研究並びに高度医療機器の開

発・運用技術の両面を教育する医学・工学融合型のリーディングプログラム重粒子線医工連携コースを創
設する。これにより、各専門分野の領域を超えて活躍できる重粒子線治療をけん引する優れたリーダー、
すなわち、重粒子線治療分野の推進と展開を支える、世界に通用する放射線腫瘍医ならびに物理工学分野
や医学生物学分野のリーダー、及び重粒子線医療機器開発企業の研究開発リーダーの養成を目指す。養成
されたリーダーは、その特性や中心的学問領域に応じ、国内外の放射線・重粒子線の研究拠点や重粒子線
治療施設等において、重粒子線治療を包括的に運営・開拓できる指導者として、また同時に、高度医療機
器開発産業における国際的な指導者としてその役割を果たすことが期待される。 
 [特色、優位性] 群馬大学は大学院博士課程を有する大学の中で、重粒子線治療装置を所有している唯一
の大学である。また、学長直属の組織として重粒子線医学推進機構を設置し、その下に教育研究を担当す
る重粒子線医学研究センターと治療を担当する重粒子線医学センターを配置しており、重粒子線治療に関
する教育研究を遂行できるオンリーワンの大学である。群馬大学では、加速器テクノロジーを活用した２
１世紀 COEプログラムで形成された教育研究拠点において、世界をリードする重粒子線治療物理工学、重
イオンマイクロビーム、医療用コンプトンカメラ、重粒子線治療臨床等の技術と経験を蓄積してきた。
これらを「重粒子線治療に関する物理工学・生物学・医学の統合教育」として集約し、重粒子線医学・生
物学の基礎と重粒子線先端臨床研究並びに高度医療機器の開発・運用技術の両面を教育する医学・工学融
合型のリーディングプログラム重粒子線医工連携コースを大学院医学系研究科の中に創設する。大学改革
の一環として教員組織を一元化して「学術研究院」を設置し，医学系研究科と重粒子線医学研究センター
の教員を中心に理工学府の教員の参加を得て、２１世紀 COEプログラムで形成されたネットワークである、
国立がん研究センター研究所、放射線医学総合研究所（NIRS放医研）、日本原子力研究開発機構（JAEA高
崎研）、宇宙航空研究開発機構（JAXA 宇宙科研）などの共同研究機関と密接に連携し、組織横断的な教育
体制を構築する。本プログラムでは、重粒子線の物理工学の基礎を修得した上で、科学としての幅広い分
野への展開を可能にする講義や実習を行い、企業や関連医療施設でのインターンシップを行うこと等によ
って、大学院修了後のキャリアパスの拡充を図る。また、優秀な学生は３年で大学院を修了可能なカリキ
ュラムとする。海外連携では、重粒子線治療を通じて学術交流協定を締結している ハーバード大学
/Massachusetts総合病院（MGH）、オハイオ州立大学、ドイツ重イオン研究所（GSI）、ハイデルベルグ大学、
並びに国際原子力機関（IAEA）等との教育研究ネットワークを有しており、グローバルリーダー育成に優
位性をもつ。これらの教育研究機関から、大学院客員教授及びプログラム担当者を招聘するとともに、大
学院生に短期研修の機会を与え、国際学会で積極的に発表させるなどの国際的な教育指導体制を敷き、幅
広い知識と国際的視野を持つグローバルな若手リーダーを養成する。こうした国際研修と学術交流により、
国際的研究競争の環境下で「協調と競争」を理念に、競争に打ち勝つ強い科学的精神を持つ資質を養成す
る。一方すでに、高度医療機器開発産業で働く人材を積極的に社会人学生として受け入れ、重粒子線治療
に必要な医学物理的知識や医学的知識を習得させ、幅広い知識と視野を持つ企業における高度医療機器開
発産業のリーダーを育てていく。 

このように、本プログラムによって、従来から求められている独創的な研究を遂行する能力とともに、

幅広い知識をもとに本質を見抜く能力、領域横断的な臨床治療研究を行う能力､確固たる科学的道徳的価

値観に基づき、協調しながら国際舞台で活躍する能力を備えたリーダーが育成される。さらに、国際的

なプログラムを通して、グローバルに医療・社会に貢献する志を持つ重粒子線治療領域のリーダーの育

成が期待される。 
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（機関名：群馬大学  類型：オンリーワン型  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：重粒子線医工学グローバルリーダ－養成プログラム ）  
 

 

 

[公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コース
ワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、国際性あ
る研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなどについて、学
位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先機関があるも
のについては、それらも含めて記入してください。） 
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